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業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
約
６０
社
の
人
事
採

用
担
当
者
が
来
校
し
、
現
状

と
今
後
の
展
望
を
伝
え
て
く

れ
る
業
界
・
企
業
研
究
講
座

が
１１
月
６
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
∥
写
真
。
氷
河
期
再
来

の
就
職
戦
線
と
伝
え
ら
れ
る

中
、
例
年
以
上
に
参
加
者
が

多
く
、
熱
心
に
質
問
す
る
姿

が
見
ら
れ
る
。

こ
の
講
座
は
、
主
に
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
て
い

る
が
、「
Ｓ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
の
支

援
講
座
録
音
集
で
内
容
を
聴

講
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
授
業
な
ど
で
参
加
で
き

な
い
学
生
は
ぜ
ひ
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
ほ
し
い

と
就
職
課
ス
タ
ッ
フ
は
話
し

て
い
る
。

本
紙
１２
月
号
か
ら
３
月
号

ま
で
の
間
、
「
学
生
就
職
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

去
年

の
今
ご
ろ
」を
連
載
し
ま
す
。

１０
月
６
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１０
号
館
で
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
の
企
業
研
修

報
告
会
が
開
か

れ
た
。
今
年
度

は
３２
人
の
３
年

次
生
が
履
修
し
、
組
込
み
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
販
売
、
Ｉ
Ｔ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
構
築
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
２７
社
で
研
修

し
た
。
当
日
は
、
約
５
０
０

人
の
１
・
２
年
次
生
の
前
で
、

富
士
通
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

で
研
修
し
た
栗
橋
翠
さ
ん
、

ビ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
で
研
修
し
た

本
間
梢
さ
ん
、
豆
蔵
で
研
修

し
た
南
場
勝
規
さ
ん
、Ke

e

p
A
l
i
v
e

で
研
修
し
た
高

野
葉
子
さ
ん
が
、
質
疑
応
答

を
含
め
て
２０
分
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

企
業
研
修
は
、
当
学
部
の

創
設
時
に
設
置
さ
れ
た
講
義

で
、
現
在
ま
で
に
１
４
０
人

以
上
の
受
講
生
を
数
え
る
。

受
講
動
機
の
多
く
は
、
「
社

会
に
出
て
働
く
こ
と
」
に
対

す
る
自
信
を
つ
か
む
こ
と
に

あ
る
。

参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て

２
週
間
の
研
修
は
緊
張
の
連

続
だ
っ
た
よ

う

で

あ

る

が
、
「
目
標

を
も
っ
て
自

立
的
に
行
動

す
る
」
な
ど

の
社
会
人
の

心
構
え
を
学

び
、
少
し
大

人
び
て
見
え

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

教
授
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
長

小
林

隆
）

【
学
生
ユ
ー
ザ
対
象
に
新
メ
ー

ル
シ
ス
テ
ムG
m
a
i
l

導
入
】

１２
月
１
日
か
ら
学
生
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
り
ま

す
。〔

新
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ユ

ー
ザ
登
録
名@

s
e
n
s
h
u
-
u
.

j
p

〕現
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ
て
に

送
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
は
、
新
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ
て
に
自
動
で

転
送
さ
れ
ま
す
。
現
行
の
Ｗ
ｅ

ｂ
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
２
０

１
０
年
２
月
末
で
終
了
し
ま

す
。
詳
細
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
委
員
会
が
学
生
・
教

職
員
研
修
会
を
開
催
】

▽
日
時
∥
１１
月
１８
日
（
水
）
、

１０
時
４５
分
か
ら
１２
時
１５
分
▽
場

所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
３
１

号
教
室
▽
講
師
・
テ
ー
マ
∥
中

央
大
学
法
科
大
学
院
教
授
・
山

田
省
三
氏
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

法
律
問
題
」

◆
６０
年
に
わ
た
る
障
が
い
者

の
雇
用
で
知
ら
れ
る
日
本
理

化
学
工
業
の
課
題
「
固
形
マ

ー
カ
ー
『
キ
ッ
ト
パ
ス
』
の

認
知
度
向
上
―
子
ど
も
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
提

案
」
に
取
り
組
む
池
本
ゼ
ミ

と
新
井
ゼ
ミ
の
学
生
が
１０
月

１６
日
、
報
告
会
を
開
い
た
。

保
育
園
を
訪
れ
た
り
、
多
摩

区
の
「
た
ま
た
ま
子
育
て
ま

つ
り
」
で
お
絵
か
き
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど

し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
保
護

者
の
反
応
を
調
査
し
た
池
本

ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
は
、「
使
う

の
は
子
ど
も
た
ち
だ
が
、
購

入
す
る
保
育
園
の
先
生
方
や

保
護
者
に
正
し
い
知
識
を
も

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、『
キ
ッ

ト
パ
ス
』が
広
が
っ
て
い
く
。

子
育
て
ま
つ
り
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
の
活
用
が
有
効
で
あ

る
」
と
、
出
席
し
た
大
山
泰

弘
同
社
会
長
に
提
案
し
た
。

新
井
ゼ
ミ
の
学
生
は
１１
月

１０
日
、
高
津
区
の
こ
の
は
な

保
育
園
で
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
園
児
ら
に
「
キ
ッ
ト
パ

ス
」
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
。

◆
徳
田
ゼ
ミ
の
学
生
が
「
ア

ト
リ
エ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

０
９
」
と
題
し
て
、
芸
術
の

街
・
し
ん
ゆ
り
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
１０
月
３１
日
と
１１

月
１
日
、
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ

ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
絵
画

教
室
や
陶
芸
教
室
な
ど
１８
団

体
が
出
店
。
学
生
た
ち
は
チ

ラ
シ
を
配
っ
た
り
、
子
ど
も

向
け
に
風
船
や
お
菓
子
を
配

る
な
ど
し
て
、
会
場
へ
誘
導

を
図
っ
た
。

同
ゼ
ミ
は
、
昨
年
に
続
き

「
し
ん
ゆ
り
フ
ー
ド
フ
ェ

ス
」
も
企
画
。
９
店
舗
に
協

力
を
依
頼
し
、
し
ん
ゆ
り
、

自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
菓

子
や
料
理
を
企
画
・
開
発
し

た
。
１１
月
２１
日
か
ら
１２
月
２５

日
ま
で
期
間
限
定
で
、
ケ
ー

キ
や
パ
ン
、
和
菓
子
、
パ
ス

タ
、
カ
ク
テ
ル
な
ど
が
販
売

さ
れ
る
。

◆
多
摩
区
に
あ
る
長
沢
商
店

会
の
活
性
化
の
た
め
、
「
長

沢
ひ
ろ
ば
」
を
活
用
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
て

い
る
徳
田
ゼ
ミ
の
学
生
が
１０

月
１２
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
で
仮
装
喫
茶
を
開
い

た
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
た
。

◆
前
川
ゼ
ミ
は
、
「
ひ
と
つ

の
灯
り
で
み
ん
な
の
輪
を
」

と
題
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

を
企
画
し
、
市
民
交
流
を
図

る
。
１０
月
２０
日
に
リ
ハ
ー
サ

ル
を
実
施
し
、
１２
月
１９
日
に

新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
で
開
催

予
定
。

同
ゼ
ミ
で
は
、
市
民
参
加

型
の
エ
コ
バ
ッ
グ
制
作
も
企

画
。
１１
月
８
日
に
は
麻
生
子

供
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
同
１８

日
に
は
岡
上
老
人
い
こ
い
の

家
を
会
場
に
エ
コ
か
る
た
で

遊
び
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
参
加

者
と
一
緒
に
制
作
し
て
、
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
の
意
識
向
上
を
図

る
。

平家物語の一幕である「敦盛の最

期」を題材とした能の大成者・世阿弥

の作品「敦盛」に出てくる一節である。

人間の寿命は５０年、化天（１日が人間

界の８００年にあたるとされる仏教にお

ける天界の一つ）の住人に比べれば夢
はかな

幻のごとく儚い。現代では作品そのも

のよりも、織田信長が好きだったこと

で有名な詞章である。

さて、専修大学は今年の９月１６日に

創立１３０年を迎えた。まだ２０年程しか

生きていない私にとっては途方もなく

感じるが、１３０年とは果たして長いの

か短いのか。徳川の治世は専修大学の

倍、約２６０年続いた。京都では「千年
ふさわ

王城」の名に相応しく、平安京への遷

都から明治時代を迎えるまで、実に千

年以上のあいだ天皇家の威光が輝いて

いた。

それらと比べると１３０年間というの

も、夢幻とは言わなくとも短く感じる

かもしれない。しかし専修大学が生き

てきたのは、人

類有史上最も激

しく時代が動い

た１３０年間であ

ったことを忘れ

てはいけない。

欧米諸国では第

二次産業革命、

日本では文明開

化が席巻し、欧米に追いつき追い越せ

がスローガンだった１８８０年に開校した

専修学校。２回の世界大戦時も世界大

恐慌の時も、戦後の混迷の時代も高度

経済成長期も専修大学はあり続け、社

会への「報恩奉仕」という建学の精神

を貫き通してきた。たとえ短く感じよ

うとも、１３０年間の歴史には、さまざ

まな人たちのさまざまな思いが込めら

れているのだろう。

その歴史の重みを実感することは、

そう簡単にはできない。大抵の学生は

そうだろうし、当然私もそうだ。とり

あえず今は、専修大学が日本でトップ

クラスの歴史を持っているのを誇るこ

とから始めていいのかもしれない。

◆
生
田
目
ゼ
ミ
の
学
生
が
、

１２
月
下
旬
公
開
の
映
画
『
屋

根
裏
の
ポ
ム
ネ
ン
カ
』
に
関

連
す
る
ス
イ
ー
ツ
企
画
・
販

売
を
通
し
て
、
若
者
に
「
し

ん
ゆ
り
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

取
り
組
ん
で
い
る
。
１２
月
１８

日
か
ら
期
間
限
定
で
販
売
。

＊
詳
細
は
「
し
ん
ゆ
り
・

芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
」
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
情情
報報
学学
部部

▲ たすきをつない

だ創立１３０年記

念パレード

（経済４・ジャーナリズム研究会）

「
長
沢
ひ
ろ
ば
」に
仮
装
喫
茶



ゼミの学びを地域活性化に生かす

経
済
学
部
・
徳
田
賢
二
ゼ
ミ

「
一
人
前
に
な
る
た
め
に
」

▲ 学生のプレゼン

テーション

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」の
認
知
度
向
上
策

小林 辰明

池
本
正
純
ゼ
ミ

新
井
範
子
ゼ
ミ

人間五十年、化天の内を比ぶ

れば、夢幻のごとくなり――

経
営
学
部
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
採
用
担
当
が
来
校

業
界
・
企
業
研
究
講
座

川崎市とキャリアデザインセンターが連携し、地域の企業

や公共機関、商店街などから出された課題を解決する「課題

解決（地域密着）型インターンシップ」情報を紹介しよう。

「
し
ん
ゆ
り
・
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
」フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ト
リ
エ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

し
ん
ゆ
り
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

経
済
学
部
・
徳
田
ゼ
ミ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

商
学
部
・
前
川
明
彦
ゼ
ミ

映
画
関
連
の
ス
イ
ー
ツ
企
画
・
販
売

商
学
部
・
生
田
目
崇
ゼ
ミ

（１４）２００９年（平成２１年）１１月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７０号


